
当
初
３
５
億
円
だ
っ
た
道
の
駅

周
辺
整
備
費
は
、
１
４
億
円
の
増

額
（
物
価
上
昇
分
で
約
４
億
２
９

０
０
万
円
、
整
備
内
容
の
変
更
で

約
２
億
８
千
万
円
、
地
中
構
造
物

等
の
変
更
や
工
事
監
理
業
務
の
追

加
で
約
６
億
２
千
７
百
万
円
の
増

額
）
で
４
９
億
円
、
４
割
増
額
の

提
案
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
河
合
か
っ
ぺ
い

議
員
は
、
５
つ
の
理
由
か
ら
事
業

の
凍
結
を
求
め
ま
し
た
。

理
由
①
学
校
改
修
を
優
先
に

こ
の
計
画
を
凍
結
す
れ
ば
、
す

べ
て
の
学
校
の
改
修
を
お
こ
な
う

こ
と
も
十
分
可
能
だ
。

理
由
②
完
成
後
財
政
支
出
が
不
明

完
成
後
の
財
政
支
出
が
不
明
だ
。

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
の
は
、
い
ま

以
上
の
負
担
を
負
う
こ
と
だ
け
だ
。

理
由
③
迂
回
路
問
題
未
解
決

駐
車
場
の
課
題
、
渋
滞
回
避
の

迂
回
路
の
課
題
は
解
決
し
て
い
な

い
。
現
在
で
も
渋
滞
し
て
い
る
県

道
と
の
関
係
で
は
、
行
き
た
く
な

い
場
所
に
な
る
。

理
由
④
公
園
整
備
急
ぐ
必
要
な
し

愛
西
市
の
ひ
と
り
当
た
り
公
園

面
積
８
．
９
６
㎡
は
愛
知
県
下
の

自
治
体
で
１
５
位
。
急
い
で
整
備

す
る
必
要
な
い
。
と
く
に
採
算
も

は
っ
き
り
し
な
い
観
光
客
目
当
て

の
施
設
は
見
直
す
べ
き
。

理
由
⑤
市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
優
先

行
財
政
改
革
の
名
の
も
と
に
削

減
さ
れ
た
財
源

を
大
型
事
業
に

使
う
の
で
は
な

く
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
に

活
用
す
べ
き
。

永
和
中
学
校
存
続
を
求
め
て

１
２
８
９
筆
の
署
名
を
提
出

「
永
和
地
区
の
学
校
を
考
え
る

会
」
（
代
表
・
水
野
勲
氏
）
は
、

６
月
に
「
永
和
地
区
か
ら
中
学
校

を
な
く
す
計
画
案
の
見
直
し
を
求

め
る
嘆
願
書
」
署
名
１
２
８
９
筆

を
日
永
市
長
と
平
尾
教
育
長
に
提

出
し
、
要
望
し
ま
し
た
。

こ
の
署
名
を
き
っ
か
け
に
、
市

議
会
で
３
名
の
議
員
が
永
和
中
学

校
の
統
合
問
題
で
質
問
し
ま
し
た
。

立
田
地
区
で
も
佐
屋
中
と
の
統

合
に
つ
い
て
見
直
し
を
求
め
る
署

名
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

立
田
・
八
開
地
区

学
校
統
合
を
前
提
に
せ
ず

地
域
と
真
摯
に
話
し
合
い
を

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
の
地
区

協
議
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

立
田
地
区
・
八
開
地
区
の
協
議

会
で
は
、
統
合
賛
成
で
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
の
ま
の
和
久
議
員

は
、
「
地
元
が
反
対
す
る
中
で
強

引
に
進
め
る
の
は
大
問
題
」
と
学

校
統
合
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ま
の
議
員
は
小
規
模

校
で
し
っ
か
り
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
を
紹
介
し
、
学
校
統

合
を
前
提
と
し
な
い
で
地
域
と
学

校
の
将
来
に
つ
い
て
真
摯
に
話
し

合
う
よ
う
市
に
求
め
ま
し
た
。

今
後
、
教
育
委
員
会
は
、
立
田
・

八
開
地
区
で
、
住
民
懇
談
会
を
行
っ

た
後
、
「
第
１
期
愛
西
市
小
中
学

校
適
正
規
模
等
並
び
に
老
朽
化
対

策
基
本
計
画
（
案
）
」
を
つ
く
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実

施
し
て
、
令
和
５
年
中
に
同
計
画

を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

第76号 日本共産党の活動と政策を紹介します。 2023年８・９月

2023年
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日本共産党
愛西市委員会

道の駅周辺整備４９億円は凍結を

くらし・教育・福祉優先の市政を

①各種団体への補助金の削減

コミュニティ連絡協議会や老人会・婦人会・

子供会等の補助金の削減。行政事務委託料の値

下げ。

②学校教育の削減

放課後子ども教室の廃止。各種の学校教育補

助金の削減。卒業の記念品の辞書の削減。キャ

ンプの補助金の廃止。修学旅行の補助金を削減。

③福祉分野の削減

布団洗濯乾燥サービスの縮小。75歳以上の非

課税ひとりぐらし高齢者の医療費無料の新規受

付中止。在宅障害者扶助の65才以上の新規受付

の禁止。乳酸菌配布事業の廃止。緊急通報シス

テムの電話代負担の廃止と有料化。家族介護用

品介護おむつ代の支給の縮小。３人目の出産祝

い金の廃止。

精神障害者３級の医療費の無料化を全疾病か

ら精神疾病へ縮小。高齢者福祉施策の年齢を65

才から75才へ引上げ。自立支援施設利用料補助

の廃止。

以上、単独事業等の見直しで8300万円の削減。

④市民の負担増

施設の使用料の値上げ 2000万円

学校給食費の値上げ２回 2000万円

愛西市水道料の値上げ２回 2000万円

保育料の15％の値上げ 3000万円

⑤公共施設の廃止民営化

庁舎統合計画により、佐織、立田、八開の旧

庁舎の縮小・廃止。佐屋北保育園の廃止。永和

保育園の民営化。農業環境改善センター・立田

社会福祉会館・立田図書館の廃止。佐屋プール

の廃止。立田総合運動場・愛西の里の民間委託。

河合かっぺい議員

小
中
学
校
適
正
規
模
等
基
本
計
画

将
来
中
学
校
を
２
校
に
す
る
計
画
に
反
対

まの和久議員

日永市政で削減されたサービス



河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

佐
屋
西
小
通
学
路
の
県
道

一
宮
弥
富
線
の
安
全
対
策

日
本
共
産
党
市
議
団
が
求
め
て

い
た
歩
道
確
保
工
事
が
終
了
し
、

引
き
続
き
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

愛
知
県
と
引
き
続
き
協
議
を
進

め
、
今
年
度
は
、
「
幅
員
減
少
」

の
予
告
看
板
を
設

置
す
る
予
定
。
看

板
の
設
置
に
よ
り

通
過
車
両
へ
注
意

喚
起
を
す
る
こ
と

で
、
更
な
る
安
全

性
の
向
上
を
図
る

と
約
束
。

ま
の
和
久
議
員

①
国
道
１
５
５
号
跨
線
橋
西

交
差
点
に
待
機
場
所
の
確
保

何
度
も
改
善
を
求
め
、
市
も
用

地
の
確
保
を
進
め
る
答
弁
を
し
て

い
ま
す
が
、
未
だ
に
改
善
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

市
は
、
あ
ら
た

め
て
土
地
所
有
者

に
交
差
点
改
良
の

必
要
性
の
説
明
と

協
力
を
求
め
る
準

備
を
進
め
て
い
る

と
答
弁
。

②
西
川
端
橋
北
の
横
断
歩
道

押
し
ボ
タ
ン
信
号
設
置
し
て

県
道
１
２
９
号
線
の
西
川
端
橋

北
の
横
断
歩
道
は
、
橋
か
ら
は
見

え
に
く
く
、
交
通
安
全
指
導
員
の

配
置
、
押
し
ボ
タ
ン
信
号
の
設
置

を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
路
面
標
示
や
標
識
で
一

定
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。
地

域
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
県
や
警

察
に
伝
え
る
と
答
弁
。

③
草
平
小
学
北
の
五
叉
路

狭
く
側
溝
に
フ
タ
も
な
い

草
平
小
学
校
信
号
北
カ
ー
ブ
の

五
叉
路
は
、
側
道
も
狭
く
側
溝
に

蓋
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
は
、
県
に
確
認
し
た
が
、
現

時
点
で
改
善
の
計
画
は
な
い
。
今

後
、
地
元
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
し
っ

か
り
伝
え
て
い
く
と
答
弁
。

※
生
活
道
路
の
安
全
確
保

県
へ
改
善
要
請
を
行
え

②
③
は
、
と
も
に
県
道
１
２
９
号

線
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
こ
こ
以

外
で
も
歩
道
設
置
な
ど
の
要
望
が

出
て
い
ま
す
。
生
活
道
路
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
県
に
何
度
も
要
望

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

「
撤
回
・
延
期
」
７
３
％

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
へ
の
別
人

の
医
療
情
報
の
誤
登
録
な
ど
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
相
次

ぐ
ト
ラ
ブ
ル
に
国
民
の
怒
り
が
沸

騰
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
健
康
保
険
証
を
来
年
秋

に
廃
止
す
る
政
府
の
方
針
に
は
、

Ｊ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査
で
も
７
３
％
が

「
延
期
」
ま
た
は
「
撤
回
」
す
べ

き
だ
と
回
答
し
ま
し
た
。

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
「
日
曜
討
論
」
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
名
称
変
更
を
突
然

提
案
。
ネ
ッ
ト
上
で
、
「
名
称
の

問
題
じ
ゃ
な
い
」
「
国
民
を
ば
か

に
し
て
い
る
」
と
の
批
判
が
相
次

ぎ
、
翌
日
、
松
野
官
房
長
官
は

「
あ
く
ま
で
個
人
的
な
見
解
を
述

べ
た
も
の
だ
」
と
名
称
変
更
を
否

定
。
迷
走
が
続
い
て
い
ま
す
。

保
険
証
廃
止
は
財
界
発

２
０
２
１
年
４
月
、
経
団
連
会

長
と
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
ら

は
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で

保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
国
民
に
取
得
さ
せ
る
よ

う
連
名
で
提
言
し
ま
し
た
。

そ
の
狙
い
は
社
会
保
障
の
給
付

減
・
自
己
負
担
増
や
個
人
情
報
の

ビ
ジ
ネ
ス
利
用
の
拡
大
で
す
。

事
業
２
８
１
０
億
円

大
手
企
業
８
社
が
独
占

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
運
用
を
担
う
「
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
が

２
０
１
３
年
か
ら
の
１
０
年
間
に

発
注
し
た
関
連
事
業
２
８
１
０
億

円
超
の
約
９
割
を
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

な
ど
大
手
８
社
で
受
注
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
財
界
の
意
向
で
少
数

の
大
企
業
が
潤
う
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
反
対
署
名
」
に
全
力

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
混
乱
の
原

因
は
政
府
の
方
針
で
あ
り
、
名
前

を
変
え
て
も
解
決
し
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
反
対
連
絡
会
」
の
署
名
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第76号 愛西民報 2023年8・９月

日本共産党は、水道基本料金の減免や給食費の無償化の継続を求めています

□上水道料金免除４カ月…水道基本料金を４カ月間(令和5年8月利用分から11月利用分まで)免除

□小中学校給食費等補助７カ月…給食費値上げ分1食30円を補助。(令和5年9月から令和6年3月まで)

□保育所等の副食代７カ月…現在の3500円補助に上限500円を追加補助。(令和5年9月から令和6年3月まで)

□保育所等給食費軽減対策補助事業６カ月…一人当たり60円を上限に補助。(令和5年4月から9月まで)

６月議会

で実現

９区から女性議員を

日本共産党は、衆議院の愛知９

区の予定候補者に伊藤恵子さん

（前津島市議、党尾張南地区副委

員長）を決定しました。

日本共産党は、悪政をストップ

するため、総選挙勝利めざしてが

んばります。

児
童
・
生
徒
の
通
学
を
安
全
に

道
路
の
改
善
を
求
め
ま
し
た

市民の命と健康をおびやかす

健康保険証廃止は中止・撤回を

署名ダウンロード

伊
藤
恵
子


